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磯
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食
べ
て
お
い
し
く
体
が
喜
ぶ
パ
ン
作

り
を
日
々
目
指
し
て
い
ま
す
。

登
録
産
品
：「
お
か
ら
く
ん
」

お
店
か
ら
の
ひ
と
こ
と
：
お
か
ら
を
も�

っ
と
有
効
に
！

の
熱
い
想
い
で

平
塚
農
商
高
等

学
校
食
品
科
学

科
の
生
徒
さ
ん

共
同
企
画
。

【
㈱
友
月
堂
】

住
所
：
大
磯
町
高
麗
３

−

３

−
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大
正
12
年
創
業
。
四
季
折
々
の
和
菓

子
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

登
録
産
品
：「
高
麗
山
」

お
店
か
ら
の
ひ
と
こ
と
：
チ
ー
ズ
と
そ

ば
茶
が
香
る
、

神
奈
川
県
指
定

銘
菓
で
す
。

問�

大
磯
ら
し
い
潤
い
づ
く
り

協
議
会
（
大
磯
商
工
会
）

　
☎（
61
）０
８
７
１

鴫
立
庵
だ
よ
り

　
鴫
立
庵
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
俳
諧
道

場
で
ご
ざ
る
。

　
初
代
庵
主
大
淀
三
千
風
が
開
き
、
現
在
で
は

京
都
の
落
柿
舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並
び
日
本

三
大
俳
諧
道
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
で
ご
ざ
る
よ
。

今
月
の
俳
句

今
月
の
短
歌

鴫立庵大使「えんいくん」

小
池　

ひ
ろ
み

長
島　

久
江

講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926� 講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物
講座名 日　程 時　間 備　考

寄　席 ６月８日（土） 開場13:00
開演13:30

演目　お直し、三味線漫談、幇間腹
演者　桂　三十助〝、ぽん太、朝寝坊　夜楽
定30人　費800円（入庵料込）

座　禅 ６月22日（土） 13:30～14:30
姿勢・呼吸・心を整えます
講豊田　素道氏（慶林寺住職）
定10人　費500円（入庵料込）

伝　筆 ６月23日（日） 10:30～正午
温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講認定講師　わでん伝筆マスター　宮前　礼子氏
対中学生以上　定10人　費3,850円（材料費込）

花の会 ６月26日（水） 14:00～16:00
アリアムを使った動きのある初夏のアレンジ
講府川　葉月氏
定18人　費2,500円（入庵料込）　持はさみ、タオル、持ち帰り袋

虎が雨句会 ６月30日（日） 10:00～14:00
本井庵主が主催する虎御前供養句会
お虎さんに自作の俳句をプレゼント!!
費2,000円（入庵料込）

茶と遊ぶ ７月６日（土） 10:00～正午
みちかぜ茶会
講髙野　幸代氏�
定10人　費2,000円（お茶菓子付き・入庵料込）

　
冬
至
の
近
づ
く
季
節
で
し
ょ
う
か
、

柚
子
が
窓
辺
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

寒
い
夜
の
室
内
で
柚
子
の
明
る
い
黄

色
に
目
が
と
ま
り
ま
す
。
近
づ
く
と

と
て
も
よ
い
香
り
が
し
ま
す
。
誰
で

も
知
っ
て
い
る
日
常
の
一
コ
マ
で
す

が
、
こ
の
よ
う
に
歌
に
し
て
み
る
と
、

わ
た
し
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
感
覚
を

働
か
せ
て
生
き
て
い
る
か
に
気
づ
き

ま
す
。
歌
は
柚
子
を
嗅
覚
で
と
ら
え
、

「
静
に
香
り
始
め
た
り
」
と
い
っ
て

い
ま
す
。
香
り
の
表
現
は
難
し
い
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
二
句
と
三
句

で
、
読
者
も
と
も
に
、
柚
子
の
佇
ま

い
や
落
着
い
た
室
内
の
気
分
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
西
行
祭
選
者　
今
井　
恵
子
）

　
季
題
は
「
山
笑
ふ
」。
如
何
に
も

穏
や
か
で
朗
ら
か
な
「
春
の
山
」
を

表
す
季
題
で
あ
る
。因
み
に
夏
は「
山

滴
る
」、秋
は
「
山
装
ふ
」、冬
は
「
山

眠
る
」
と
俳
句
で
は
い
う
。
も
と
も

と
は
中
国
の
絵
画
の
書
物
で
の
形
容

で
あ
る
が
、
言
い
得
て
い
る
。「
方�

言
」
は
地
方
、
地
方
で
使
わ
れ
る
地

域
言
語
。
違
う
場
所
で
育
っ
て
き
た

「
子
」
が
何
ら
か
の
事
情
で
転
居
し

た
が
、
大
人
に
較
べ
て
、
そ
の
地
の

方
言
に
慣
れ
る
の
が
早
く
て
、「
山

が
笑
う
春
」
に
な
る
頃
に
は
随
分
と

達
者
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
較
べ
て
大
人
は
な
か
な
か
、

と
い
う
処
か
。

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

京
都
府
京
都
市

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市

方
言
に
慣
れ
て
く
る
子
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
笑
ふ

近
づ
け
ば
静
か
に
香
り
始
め
た
り

　
　

夜
の
窓
辺
に
置
か
れ
し
柚
子
は

「
め
い
ど�

い
ん�

お
お
い
そ
」

登
録
産
品
販
売
店
紹
介




